
★自然に親しむ機会をつくろう。
3面で紹介しているように大田区内にもたくさん自然が残されてい

ます。台地部の雑木林や臨海部には、様々な野鳥や昆虫が生息してい
ます。夏休みは、身近な自然を家族で楽しむチャンスです。

★地域のイベントに家族で参加してみよう。
夏休みは、地域での盆踊りなど様々

な行事が自治会・町会や青少年対策地
区委員会の主催で開催されます。地域
行事に参加した思い出は、子どもにと
って貴重な体験となり、長く記憶に残
るものです。学校やＰＴＡを通じて、
日程などをお知らせしています。

★睡眠時間をしっかりとろう。
夏休みであっても、早寝・早起き・朝ごはんの習慣を守ることが大

切。地域で行われる朝のラジオ体操に参加することもよいでしょう。
自分なりに工夫して生活のリズムを守りましょう。

★ゲームやスマホのやり過ぎに注意して
ゲームやスマホは夜更かしで睡眠不足の原因になりがち。長時間遊

ぶことは目の健康にも良くありません。使い方のルールを家族で話し
合って決めておくことが大切です。

子どもにとって夏休みは、日ごろとは違う体験をしたり、自主性を育て
たりする絶好のチャンス。でも、生活のリズムが乱れたり、非行の誘惑や
犯罪被害の危険も。子どもたちの成長に結びつく、有意義な夏休みの過ご
し方を紹介します。

★学習時間を決め、時間が来たら机に向かおう。
小学生は、家庭でよく話し合い、1日のうちで勉強する時間帯を決
めましょう。学習する時間になったら、気が乗らないようでも、とに
かく椅子に座わることが大切です。

★子どもをひとりにしないのも効果的
子ども部屋ではなく、リビングルームなど、ほかの家族がいる場所
で学習させるのも効果的です。子どもの学習の時間には、テレビを消
して家族も新聞に目を通したり、読書をしたりしましょう。大人が子
どもに学ぶ姿勢を見せることも大切です。

★学習を通じて子どもと
ふれあいましょう。
子どもに声かけをして、1日の勉強
の成果を見せてもらいましょう。ドリ
ルをやった場合は、答え合わせをして
あげる、作文にコメントする等、学習
を通じてコミュニケーションを図るこ
とを心がけましょう。「よくがんばっ
たね。」と励ましも忘れずに。

時間に余裕のある夏休みは、学習の時間以外に本を読む時間をつく
りましょう。興味のあることについて調べてみるのもよいでしょう。
大田区内には17館の区立図書館等があります。所蔵数は、全図書館合
わせて一般書約147万冊、児童書44万
冊、ＣＤ10万点。あなたのお気に入り
の本が必ず見つかるはず。ぜひ一度、
家族で区立図書館にお越しください。
読み聞かせや大人を対象とした講演会
なども随時開催しています。（スケジ
ュールは、大田区立図書館ホームペー
ジでご案内しています。）
貸出しには登録が必要で
す。
登録できるのは、①区内
在住の方、②区内の事業所
等に勤務する方。免許証、
健康保険証等の住所氏名が
確認できる書類が必要で
す。中学生以下の場合は、
申込者と同居する保護者に
保証人になっていただきま
す。保護者が代理申請する
場合は、申込者と保護者の
続柄が確認できる書類等を
提示してください。

館 名 問合先 館 名 問合先

大田図書館 3758-3051 大森南 3744-8411

大森東 3763-9681 大森西 3763-1191

入新井 3763-3633 馬込 3775-5401

池上 3752-3341 久が原 3753-3343

洗足池 3726-0401 浜竹 3741-1185

羽田 3745-3221 六郷 3732-4445

下丸子 3759-2454 多摩川 3756-1251

蒲田 3738-2459 蒲田駅前3736-0131
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今号の主な内容
1面 夏休みの過ごし方

2面 体験学習会・作品応募

3面 夏のわくわくスクール・バス見学

会・探検

4面 教育研究発表会

発行 /大田区教育委員会 〒144-8623 東京都大田区蒲田5丁目37番1号ニッセイアロマスクエア5階 TEL03-5744-1111（代表） HP http://www.city.ota.tokyo.jp/kyouiku

最高の夏休みにするために最高の夏休みにするために ～特集～
夏休みの
過ごし方

1 家庭で学習する習慣を大切にしよう。

2 いろいろな体験をしよう。
家族で区立図書館に行こう！

3 規則正しい生活をしよう。

＊大田文化の森情報館3772-0740



【持ち物など】①②はタオル・エプロン、⑤はタオル・帽子・昼食・飲み
物③④⑧はハサミ、⑥はハサミ・昼食、⑦はタオル

【会場】郷土博物館
〒143－0025 南馬込5－11－13
【アクセス】・ＪＲ「大森」駅の北
口改札、山王方面の東急バス4番の
りばの「荏原町駅入口」行きで「万
福寺前」下車、徒歩2分。
・都営地下鉄浅草線「西馬込」駅
下車、東口又は西口より徒歩7分

【申込】7月11日（火）午前8時30分から、いずれも電話で受付（先着順）
ＴＥＬ 3777－1070 ＦＡＸ 3777－1283

問合先 大田区環境計画課 計画推進担当 〒144－8621 大田区蒲田5
－13－14 ＴＥＬ 5744－1625 ＦＡＸ 5744－1532

2面、3面では、充実した体験活動が行え
るよう、区内で行われる子どもを対象とした
イベントを紹介します。

郷土博物館では、郷土の歴史を学び、昔の暮らしぶ
りを学ぶことができる体験学習会を開催します。ぜひ、夏

休みに特別な体験をしてみましょう。

環境問題に対する意識を深めてもらうことを目的
に、区内の小中学生からポスターを募集します。「地球

にやさしいまちづくり」のために心がけていること、これか
らしようと思っていることを作品にしませんか。

【募集内容】 ①ごみ減量・リサイクルに関するこ
と、②地球温暖化、省エネ、節電に関すること、③
まちの美化に関すること、④緑・自然に関すること
【応募資格】 区内在住・在学の小中学生
【表彰】 小学校低学年、同高学年、中学校の各部
門ごとに最優秀賞1点、優秀賞2点、エコライフお
おた賞1点に賞状と記念品を授与。
【応募規定】 作品は画用紙四つ切サイズとし、使
用する画材は自由です。作品の裏面中央に学校名、
学年、氏名、ふりがなを明記してください。応募は
一人1作品で、応募作品は未発表のオリジナル作品
に限ります。特定の商品名、キャラクター等をイメ
ージさせる作品は応募できません。著作権は大田区
に帰属します。
区立学校に在籍の方は、9月1日（金）に学校に提
出してください。
区立学校以外に在籍の方は、お手数ですが、下記問
合先までご連絡ください。

大森が日本を代表する海苔の産地として栄えたころの道具や資料を展示し
ている大森海苔のふるさと館では、海と暮らしをテーマに体験学習会を開
催します。

【持ち物など】③⑧は帽子・タオル・飲み物・濡れても良い服と靴（かか
とのあるもの）・着替え・筆記用具、④は筆記用具・ノート、⑥は帽子・
タオル・飲み物・筆記用具、①②⑤はハサミ、⑦はハサミと空の紙箱。
【会場】大森 海苔のふるさと館 〒143－0005 平和の森公園2－2
【アクセス】・京急「平和島」から徒歩15分
・ＪＲ「大森駅」から「平和島循環」バスで約20分、「平和島五丁目」下
車徒歩3分。

【申込】7月11日（火）午前8時30分から、いずれも電話で受付（先着順）
ＴＥＬ 5471－0333 ＦＡＸ 5471－0347

大田新聞販売同業組合では、子どもが新聞に親しみ、社会の出来事や仕
組みに興味をもたせると共に、読解力・思考力・判断力等を育成すること
を目的に新聞記事についての感想文を募集します。
【募集内容】興味をもった新聞記事を読んで気付いたことや、考えたこと
についての感想文
【応募資格】区内の小・中学校に在学する小学校5年生以上の児童・生徒
【表彰】大田区長賞1点、大田区教育委員会賞1点、大田新聞販売同業組
合賞1点ほか。10月下旬に入賞者を決定し、平成29年11月17日（金）に表
彰式を行います。入賞作は、作品集としてまとめ、表彰式及び講演会の来
場者に配付します。
【応募方法】応募用紙により、一人1点まで応募できます。区立学校につ
いては、学校を通じて応募用紙を対象学年に配付します。作品は、9月1
日～29日の期間に学校に提出してください。
区立学校以外に在籍の方は、下記までお問い合わせください。
【審査基準】自分の生活体験や興味・関心に基づいて記事を選んで書くこ
とができているか。自分の考えや気付いたこと、調べたこと、提案などを
書くことができているか。
主催 大田新聞販売同業組合 後援 大田区教育委員会
問合先 大田新聞販売同業組合 ＡＳＡ池上 宮崎 ＴＥＬ 3751－2061

№ 開催日時 体験学習会名 内容、対象、定員 費用

① 7月21日（金）
ａ.13:30～16:00

まがた ま

勾玉づくり

かっせき

滑石を加工して自分だけの勾玉を作
ります。
小学生以上、各回30名

300円
②
7月22日（土）
ｂ.9:30～12:00
ｃ.13:30～16:00

③ 7月25日（火）
13:00～16:00

麦わら遊び・ホタ
ルカゴづくり

麦わらで昔の虫かごを作ります。
小学3年生以上、30名 無料

④ 7月27日（木）
13:00～16:00

麦わら遊び・大森
麦わら張り細工

染色した麦わらの張り絵で、世界で
一つしかない麦わら張り細工を作り
ます。小学3年生以上30名

400円

⑤ 8月4日（金）
10:00～16:00

大麦の脱穀と麦こ
がしづくり

昔の農具を使って麦を脱穀し、麦こ
がしや麦茶を作ります。
小学3年生以上30名

無料

⑥ 8月18日（金）
10:00～16:00

六郷のとんび凧づ
くり

江戸時代の終わり頃から六郷地区で
作られていた�とんびの形をした凧�
を作ります。［六郷とんび凧の会協
力］小学4年生以上と保護者15組

1500円

⑦ 8月20日（日）
14:00～15:00

土や石でつくった
大昔の道具にさわ
ってみよう

大昔の人が作った道具にさわって、
当時の生活について学びます。
小学4年生以上20名

無料

⑧ 8月24日（木）
13:00～16:00

麦わら遊び・大森
麦わら張り細工

染色した麦わらの張り絵で、世界で
一つしかない麦わら張り細工を作り
ます。小学3年生以上、30名

400円

№ 開催日時 体験学習会名 内容、対象、定員 費用

① 7月23日（日）
13:30～15:30

タペストリーをつ
くろう

海の仕事の結び方でタペストリー
（壁掛け）を作る。
小学3年生以上20名

無料

② 7月27日（木）
13:00～16:00

ペーパークラフト
で海苔とり舟をつ
くろう

江戸時代から使われていた海苔とり
用の「ベカブネ」を本物と同じよう
に紙で作る。
小学3年生以上20名

無料

③ 7月30（日）
9 :30～12:30

浜辺の生き物探検
隊

浜辺の生き物の採集や観察を通し
て、海の生き物に親しむ。
小学3年生以上20名

100円

④ 8月6日（日）
13:00～16:00

自由研究で海苔を
調べよう

海苔の話を聞いたり、貴重な記録映
像を見たりして、昔の海苔の作り方
や歴史を学ぶ。
小学3年生以上30名

無料

⑤ 8月8日（火）
13:30～15:30 コースターづくり

自然素材のヨシを編んでコースター
を作る。
小学3年生以上20名

無料

⑥ 8月11日（金・祝）
13:00～15:30

フジツボを観察し
よう

プラスチック板の仕掛けに付いた赤
ちゃんフジツボを観察したり、フジ
ツボが好きな環境を調べたりする。
小学3年生以上20名

100円

⑦
8月19日（土）
ａ.9:30～11:00
ｂ.13:30～15:00

貝がら工作

紙箱に貝殻を張り付けて、貝の水族
館を作ります。
小学生以下
幼児は保護者同伴各40名

無料

⑧ 8月27日（日）
9 :30～12:30

浜辺の生き物探検
隊

浜辺の生き物の採集や観察を通し
て、海の生き物に親しむ。
小学3年生以上20名

100円

～特集 夏休みの過ごし方～ いろいろなことにチャレンジしよう！いろいろなことにチャレンジしよう！
体験する 郷土博物館 大森海苔のふるさと館

応募する 「地球にやさしい
まちづくり」

親子で読もう！感想文
募集 新聞コンクールポスター募集

昨年度中学生の部最優秀賞作品
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申込・問合先 大田区環境計画課地球温暖化対策担当
〒144－8621 大田区蒲田5－13－14
ＴＥＬ 5744－1362 ＦＡＸ 5744－1532

問合先 指導課指導主事 ＴＥＬ 5744－1435 ＦＡＸ 5744－1665

問合先
大田区環境対策課
環境推進担当
〒144－8621
大田区蒲田5－13－14
ＴＥＬ 5744－1365
ＦＡＸ 5744－1532

楽しさいっぱい！夏のわくわくスクール楽しさいっぱい！夏のわくわくスクール
大田区立小中学校では、夏休み中に子どもたちの個性や力を伸ばすととも

に、体験活動の充実を図ることを目的に「夏のわくわくスクール」を実施し
ています。平成28年度は、小学校でのべ2388講座、中学校でのべ674講座が
開催されました。教員はもちろん、保護者、地域、企業等の協力を得て、児
童・生徒の個性や能力を伸ばすための様々な講座を行っています。

西六郷小学校「プログラマーになろう」 久原小学校「茶道体験教室」

学校プールでカヌー！ 大森東小学校 「カヌー体験教室」

【昨年度実施されたおもな講座】
野球・サッカー・バスケットボール、スナッグゴルフ・タグラグビー、空

手、合気道、剣道、水泳、跳び箱、フラメンコ・フラダンス・チアダンス、
スライムつくり、スーパーボールつくり、草木染、コースターつくり、折り
紙、バター・白玉団子つくり、茶道、華道、書道、尺八、琴、陶芸、盆踊り、
和太鼓、読み聞かせ、紙芝居など
※プログラムは学校によって異なります。

久原小学校「保育園の先生になって
みよう」

北糀谷小学校「～葉っぱからしおり
を作ろう～」

★今年の夏休みの「わくわくスクール」の内容と開催日は
各校にお問い合わせください。

大田区の夏休みバス見学会

金属リサイクル施設と
大田清掃工場 自然観察路を歩く

海、川、緑。大田区内にも豊かな自然が残されています。
区では、代表的な自然環境を観察するのに適した5つの自
然観察路があります。（下の地図は、そのひとつ「雑木林
のみち」のコースです。）
「雑木林のみち」パンフレットは、大田区ホームページ
からダウンロードできるほか、区役所環境対策課、区立図
書館等17館で配布しています。

東京2020大会のメダルは、使用済小
型家電（携帯電話・パソコンなど）か
ら取り出した100％リサイクル原料で
つくられます。金属リサイクル施設で
は、小型家電からどのように金属を取
り出すかを学びます。また大田清掃工
場では、皆さんの家庭から出されたご
みがどのように処理されるかを見学し
ます。 雑木林のみち 多摩川から田園調布駅まで

の道のりを歩きながら雑木
林の自然を観察できます。
野鳥も多く見られる癒しの
コースです。

【開催日時】平成29年8月2日（水） 8時30分～12時30分
【集合・解散】蒲田駅東口（三井住友銀行前）
【参 加 費】無料
【対 象】小学生とその保護者（1名）20組
※幼児を連れての参加はできません。
※定員を超えた場合は抽選となります。当選者の方にのみ通知します。

【見 学 先】株式会社リーテム東京工場（大田区城南島）、
大田清掃工場（大田区京浜島）

【申込方法】
①大田区ホームページ（トップページ⇒イベントカレンダー⇒8月2日⇒バス
見学会）、または右のＱＲコードからサイトにアクセスしてお申込みください。
②はがきに以下の内容をご記入のうえ、
申込先まで
・『バス見学会参加希望』
・お子さん（名前・ふりがな・学年・年齢）
・保護者（名前・ふりがな・年齢）
・郵便番号・住所
・日中連絡がつく電話番号
【申込締切】 平成29年7月20日（木） 必着

スマートフォン用 携帯用

体験する

見学する 探検する

平成29年（2017年）7月1日 第132号 3おおたの教育



大田区教育委員会では、区立小・中学校の中から「教育研究推進校」を
指定し、推進校は、2年間に渡って教育上の課題について学校現場で研究
を行っています。平成28年度の「おおたの教育研究発表会」を平成29年2
月14日（火）、池上会館にて開催しました。発表会では、平成28年度をも
って2年間の研究を終える教育研究推進校が一堂に会し、研究成果を発表。
各校の授業改善に関する取組を区内に広く普及・啓発し、授業力の向上を
図るとともに、保護者・区民の皆様に、本区の教育について一層の御理解
と御支援、御協力をいただくことを目的としています。

発表会は、全体会の後、5つの分科会を開催。全体会では、教育委
員会から大田区の教育振興基本計画である「おおた教育振興プラン
2014」の取組について、「学校の熱意ある取組により、計画は、知・
徳・体の各分野で着実に成果を上げている」と報告を行いました。続
く分科会では、10校の研究推進校
が研究概要や具体的な授業実践に
ついての報告を行い、研究協議を
行いました。当日は、240名を超
える教員や保護者・区民の方々の
参加がありました。教育委員会で
は、区民の皆様の教育への関心の
高さを再確認し、子どもたちの健
やかな育成に向けて引き続き努力
を重ねてまいります。

問合先 指導課指導主事 ＴＥＬ 5744－1435 ＦＡＸ 5744－1665

教育委員会定例会の主な議題
■平成29年第3回定例会 平成29年3月29日（水）開催
・大田区教育委員会非常勤職員の報酬の額に関する規則の一部
を改正する規則
・大田区教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則
■平成29年第4回定例会 平成29年4月26日（水）開催
・大田区教科用図書採択要綱の改正について
・平成30年度使用小学校特別の教科道徳教科用図書採択に係る
委員会の設置について

■平成29年第5回定例会 平成29年5月24日（水）開催

教育委員会定例会の開催予定日
■日時 ①平成29年7月19日（水）午後3時から ②平成29年8月4日（金）午後2時から

③平成29年9月27日（水）午後2時から
■場所 ① → 会場未定（ホームページにてご確認ください）

② → 蒲田5-13-14 大田区役所本庁舎2階 201～203会議室
③ → 蒲田5-37-1 ニッセイアロマスクエア5階 教育委員会室

※予定が変更になる場合があります。傍聴を希望される方は、あらかじめ下記問合先へご確認
ください。
※手話通訳・要約筆記が必要な方は、開催日1週間前までにご連絡ください。
問合先 教育総務課庶務係 ＴＥＬ 5744－1422 ＦＡＸ 5744－1535

●「学習意欲を向上させるには、自己肯定感を高める必要があること
が分かった。家庭でも褒めて育てる必要性を感じた。」（第1分科
会）
●「学校の授業を知ることができてよかった。「ニュースを見る」「一
緒に話し合う」など、家庭でできることをやっていきたいと思った。」
（第2分科会）
●「学校や習い事だけに任せるのではなく、子どもの体力向上には家
庭においても見守っていく必要があることが分かった。」（第3分
科会）
●「交流活動を行うとき、まずは自分の考えをしっかりもつことが大
切であると知った。家庭でも考えて自分の意見を話せるようにして
いきたい。」（第4分科会）
●「ＩＣＴの活用は、準備が大変というイメージがあったが、慣れれ
ば何倍もの時間の節約、子どもたちにとっての有意義な時間が生ま
れることが分かった。」（第5分科会）

学校名 研究主題 発表日

大森第五小学校 「根拠・理由・主張」を大切にした指導を通して、思考力・表現力を育てる～国語科・社会科・生活単元学習を通して～ 平成30年2月2日

池上第二小学校 伝えよう 受けとめよう 対話で高まる読みの力～学校図書館・ＩＣＴ機器活用もしながら～ 平成29年11月1日

徳持小学校 運動を する子 みる子 支える子 知る子～体つくり運動 オリンピック・パラリンピック教育を通して～ 平成29年10月26日

松仙小学校 「楽しい」学校の創造 ～生活・総合の「楽しい」授業の創造～ 平成29年10月31日

赤松小学校 学びを創る ―ＥＳＤの充実を通して― 平成29年11月21日

糀谷小学校 運動の楽しさや喜びを味わい、学びを実感できる体育学習～運動を支える体の健康 : 子どもの気付きのある保健・食育～ 平成29年10月23日

出雲小学校 保護者・地域と連携した生活・学習習慣の改善と教員の授業力向上 平成29年11月2日

糀谷中学校 「『こころ豊かな』生徒の育成」～体験的な活動を通して自己肯定感や進んで社会に貢献する心や態度を養う～ 平成29年10月13日

分科会名 研究校名 研究主題

【第一分科会】
学習意欲の向上

大森第一
小学校

自分が好き みんなが好き～高め合おう
!!自分の力！みんなの力！～一人ひとり
の「自立」大きな「共生」学校・家庭・
地域で育む自己肯定感

入新井第二
小学校

どの子にも、わかる・できる喜びが感じ
られる学校を目指して～ユニバーサルデ
ザインの視点を取り入れて～

【第二分科会】
問題解決的な学
習の充実

大森第三
小学校

考える力を伸ばすために、社会科・生活
科の授業をどうつくるか～問題解決的な
学習を通して～

久原
小学校

自ら学び、見通しをもって考える子～問
題解決による生活科・理科の学習活動を
通して～

【第三分科会】
体力の向上

梅田
小学校

一人ひとりが運動の楽しさを味わい、質
と量を大切にした体育学習

田園調布
小学校

身体能力の向上～「できた！」「伸びた
！」「わかった！」を実感させる指導の
工夫～

【第四分科会】
交流活動の充実

萩中
小学校

生かそう確かな表現力～算数科の指導を
通して～

矢口西
小学校

主体的に表現する児童を育成し、意欲あ
ふれる学びの場をつくる～文学的文章の
学習を中心として～

【第五分科会】
ＩＣＴの活用

石川台
中学校

共に学び、表現する力を身に付けた生徒
の育成～ＩＣＴの活用を通して～

蒲田
中学校

誰もが無理なく使えるＩＣＴの活用～い
つでも簡単に使えるＩＣＴ環境が、分か
る授業を実現する～

教育研究
発表会教育研究推進校が成果を発表

■研究発表を行った学校と研究主題

来場された保護者からは…

平成29年度「おおたの教育研究発表会」開催日程

平成30年2月13日（火）午後2時～ 会場：池上会館

下記のとおり学校ごとの発表会も行われます。ぜひ、お出かけください。
■平成29年度教育研究推進校2年次校及び研究主題と各校別の教育研究発表会日程
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